
イフジ産業の鶏卵相場予想
2025年 7⽉ の鶏卵相場予想

335円
（全農東京相場LM加重平均）
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全農東京鶏卵相場 2021年〜2025年
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※2025年6⽉の相場は6⽉25⽇までの平均値。2025年7⽉は予想値。
※予想は当社独⾃のものであり、あくまで予想です。
※この情報に関するお問い合わせ等はご遠慮ください。

＝
「タマゴテック」でライフスタイルの殻を破る

６⽉の相場ですが、前⽉の相場を引き継ぎLサイズ３２５円・Мサイズ３４０円にてスタートしました。例年であれば夏場
に突⼊することで相場が下がる季節ですが、現在に⾄るまで両サイズとも保合のまま推移しております。（２０２５年６⽉２
５⽇時点のＬＭ加重平均は３３２．５円）

供給⾯では、引き続き⿃インフルエンザの影響によって飼養⽻数が減少した事で逼迫した状況が継続しております。また、気
温の上昇や梅⾬時期であることで⼩⽟の⽣産が増え、卵重の低下が⾒られます。⼀⽅の需要⾯では、量販・外⾷筋ともに気
温上昇によって多少の落ち着きは⾒られたが、加⼯筋では依然として引き合いが強くなっております。

さて、７⽉の相場予想ですが、供給⾯では前⽉に引き続き⿃インフルエンザの影響で産地在庫は低位のまま推移すると思
われます。また、上記記載の通り本格的な夏場に突⼊することによる気温上昇で卵重が低下していくため、⼩⽟が増えてくるこ
とが予想されます。１〜４⽉の餌付け⽻数は前年同⽉⽐１０６.４％と前年を上回っておりますが、飼養⽻数はまだ⿃イン
フルエンザ前まで回復するのには時間がかかるため、前⽉と⽐較して⼤幅な⽣産の回復は難しいものと思われます。⼀⽅の需
要⾯では更なる気温上昇によって量販や外⾷筋は減退していく事が考えられますが、加⼯筋では引き続き在庫確保へ向け
て引き合いが強いまま推移すると思われます。

７⽉の鶏卵相場ですが、上記理由からほぼ保合で推移すると考え、⽉間ＬМ加重平均は３３５円付近と予想致します。

(円)

(⽉)


